
Dreamweaver解説書の
第一人者の集大成的著書
『できるクリエーター Dreamweaver独習ナビ』（イ
ンプレス）、『Dreamweaverプロフェッショナル・ス
タイル［CS3対応改訂版］』（共著、毎日コミュニケー
ション ズ ）、『Adobe Dreamweaver CS3 Essential 
Book』（毎コミ）、『Dreamweaverプロフェッショ
ナル・スタイル』（共著、毎日コミュニケーション
ズ）、『Dreamweaver 4 / Fireworks 4 Studioによる
Webデザインワークフロー』（SCC）、『Dreamweaver 
/ Fireworks StudioによるWebデザインワークフ
ロー』（SCC）に続く7冊目。
上記のエッセンスがぎっしり詰まっています。

本書は3部構成になっています。PART1ではざっくりとした制作フローについて解説してい
ます。PART3では、実際にサイトを構築するという前提で、まず1ページをマークアップ、
CSSレイアウト、マウスオーバーによるインタラクション、Internet Explorer 6.0対策、そ
してDreamweaverテンプレートというワークフローを通して学んでいただけます。
PART2は辞書・リファレンスとして解説していますので、PART3で手を動かしながら必要
に応じて参照してください。
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環境設定を開く
環境設定は、ドキュメントごと、サイトごとではなく、Dreamweaver全体に関係する設定です。
文字コード、インデントなどの設定は、サイトを切り替える度に再設定する必要があります。

環境設定を開く

環境設定を開くには、［Dreamweaver］メニューの［環境設定］
をクリックします（Windowsでは［編集］メニューの［環境設
定］）。
キーボードショートカットはa≠U（c≠U）です。

Dreamweaverでの作業をはじめる前に設定しておきたい環境設定、ブラウザーの登録などにつ

いてご紹介します。

環境設定Dreamweaver
の基本
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作業をはじめる前に、デザインビューやコードビューに表示されるフォントやサイズの設定を行っておきます。
特にコードビューのフォントはソースコード編集作業の効率に直結しますので使いやすいフォントを見つけてください。

フォントサイズ

プロポーショナルフォント
段落、見出し、テーブル内に表示されるフォント
です。Macでは「ヒラギノ角ゴW3」、Windows

では「MS Pゴシック」に設定しておくとよいでし
ょう。Windowsでは「サイズ」を「16pt（中）」に
設定しておくと、ブラウザーでの表示とほぼ同じ
大きさになります。

等幅フォント
code、pre、tt要素内の文字列に適用されます。

コードビュー
コードビュー、および、コードインスペクターに
表示されるフォントを設定します。
制作者個人にとって読みやすいフォントやサイズ
を自由に設定できます。

Safariのデフォルトフォント

多くのブラウザーのデフォルトフォント
は、ゴシック系のフォントです。
一方、Safariのデフォルトフォントは明
朝系になっています。初期の設定では、
「Times 16」（フォント：Times、サイズ：
16pt）となっており、Mac版Safariでは、
「ヒラギノ明朝W3」で表示されます。

サイトの表示をゴシック系にしたい
場合には、設定忘れを防ぐために、
Dreamweaverの環境設定の「プロポ
ーショナルフォント」を「ヒラギノ明朝
W3」などの明朝系にしておくとよいでし
ょう。

column

0123456789
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

コードビューでの表示に最適なフォントの例（Panic Sans）
数字の0（ゼロ）と大文字のO（オー）、数字の1（イチ）と小文字の l（エル）
などが区別しやすい

多くの明朝系のフォントは横線が細すぎるため、文字サイズの小さい本
文には向かない

［環境設定］ダイアログボックスでは、左側の［カテゴリ］を切り替えながら設定を行う
［OK］をクリックしてダイアログボックスを閉じると、設定が反映される
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サポートサイト   http://dreamweaver.cc/blog/

Dreamweaver
で作る

PART3
Dreamweaver
を学ぶ

PART2
Dreamweaver
を知る

PART1
技術を
じっくり
身につけたい

技術で
何かを作りたい

サイト制作のための技術を知りたい

サイトを作りたい

に応じて参照してください。

Dreamweaver
で作る

PART3
Dreamweaver
を学ぶ

PART2
Dreamweaver
を知る

PART1
技術を
じっくり
身につけたい

技術で
何かを作りたい

サイト制作のための技術を知りたい

サイトを作りたい



たくさんのレビューをいただいています!!
DW、サイト制作スキルの土台作りにピッタリ
★★★★★ かっつぁん
既存サイトの更新や、サイト制作の部分的な補助をしているため、
Dreamweaverはある程度使えているのですが、きちんとした基礎知識
がないことがネックでした。
この書籍では、実際にサイト制作の流れに沿って基礎から説明されて
いますが、単純に上辺の機能だけを紹介するだけでなく、要所要所で
補足説明がされており、目からウロコの1冊でした。
きちんと一から勉強したい方には最適ではないかと思います。 

モヤモヤが解決しました
★★★★★ あこもん
ずっとテーブルレイアウト時代を引きずっていたいた私にとってこの本は
まさに求めていた教科書でした。CSSって何？？？勉強しなきゃ、でも時
間がない。って方にはぴったりだと思います。
htmlの知識が少しでもおありの方は、まずpart3「Dreamweaverで作
る」を一通りやってみられることをおすすめします。わからない所が出て
きたら、Part1「Dreamweaverを知る」、Part2「Dreamweaverを学ぶ」
を参考にすればいいと思います。
CSSの概念を理解でき、ずっとモヤモヤしていた気持ちがスッキリしまし
た。これからCSSを応用して、さらに学んでいきたいと思っていますが、
こんなふうに思えたのも、この本のおかげです。 

ビジネス用サイトにぴったりなCSSサイト構築
★★★★★ kuma_chan "gasutoramaru" 
手元に届いた本はずっしりした厚みのもので、紙質がコートな感じではな
く、暖かみのあるものでした。
実際にサイトを創りながら、しかも、こまかなタグ指定のポイント（クイッ
クタグ編集）を記述されており、へーこんな方法があったのかという所が
多かったです。ただ、これは、少々 DWを使ったことのある人がしない
と、様々な技術にしたいことが埋もれてしまい、ひたすら、本を消化す
る学習になります。
そういう意味で中級者向きの仕事を意識した本だと感じました。サンプ
ルのサイトが練習用のださいものではなく、ビジネス用な硬質なもので
あるので、一般的なサイト制作には、そのまま応用ができそうです。
テンプレートの展開の当たりが、もうすこしページ数があるとうれしかっ
たです。とても、分かり易く実践的な書籍だと思います。 

こんな教科書が欲しかった☆
★★★★★ katou
たくさんDreamweaverの本がでてますが、この本ほど、痒い所に手が
届いた本はないです。ソフトは、CS5が出た時に購入しましたが、ずっと
手打ちで入力してました。なぜかというと、本を見てもじっくり読まない
と理解できないから…まぁ、そこは、私の能力不足なんですが（笑）
でもこの本は、違います！  こと細かくパソコン上の絵が、入ってます！
実際の作業の進行にそって、本の内容も進みます（PART3からはじめ
て、わからなかったら1、2で理解する）。
そして、なんといってもDreamweaverだけにとどまらず、実際に使いた
い jQueryや、IE対策なども記載されてます。オススメです！

Dreamweaverを利用していている方にはおススメの一冊
★★★★★ 西畑一馬 （埼玉） 
多くの書籍がリファレンス的に機能の網羅になりがちですが、本書は逆引
きリファレンス的に機能を紹介していますので機能と同時に実務でどう使
うのかを習得することが出来ます。
また、Dreamweaverに限らずサイト作成に必要なHTMLやCSSの解
説がいたるところにちりばめられいますし、iPhone/iPad やHTML5、
CSS3などの最近のトレンドも網羅されていますのでDreamweaverに限
らずに効率的なサイト作成のため知識を吸収できます。

Dreamweaverをさらに突っ込んで使いたい人にオススメ
★★★★★ kota
Dreamweaverの解説本はたくさんありますが、こちらはいち早くCS5に
対応しています。Dreamweaverの使い方を解説するだけならば、どの
本でもたいして変わらない気がしますが、こちらの書籍はさまざまな視
点でツボが押さえられています。
■サイトを作るだけではなく、全体を見渡した解説
Dreamweaverは高機能なツールで、使い方さえマスターしてしまえば
ウェブサイトは簡単に作れます。がしかし、本質として大事なのは制作前
に決定すべき要件や、作成後、納品までの品質保持・管理だったりしま
す。このあたりの重要性もしっかり解説されています。
■見やすい
機能解説も大事ですが、本自体が見にくかったりすると読む気も失せ
ちゃいます。本書はわりと淡いトーンで全体的な視認性も良い感じです。
■連携について
Dreamweaver本だからDreamweaverだけに特化、と言うわけではな
くjQueryを活用したロールオーバー手法や、Photoshop、Fireworks、
Microsoft Officeなどのアプリケーションとの連携術も記載されていま
す。Dreamweaver入門書と言うよりも普段使用しているユーザーがさら
に突っ込んで理解するのにうってつけな本です。

DWにはまだまだ伸び代があると感じられる一冊です
★★★★★ DOGEAR
Dreamweaverはけっこう使い込んでいるつもりでいましたが、本書を読
んで、“賢いエディタ”としてしか使い切れていなかったことに気づかさ
れました。環境設定や機能まで、知っていはいてもどう使えるのか分か
らなかった部分が、具体的な利用方法を含めて紹介されています。
また、Dreamweaverの標準の機能をやみくもに薦めるのではなく、この
機能は使わない方がよい、～というバグがあるので注意といった解説も
あり、Dreamweaverの習得のみならず、実務レベルで信頼できる良書
だと感じました。

お薦めです
★★★★★ blonde55
まず手にとって感じたことは、読みやすいということです。
紙がテカテカしてないこと、オレンジシャーベットやブルーの色が良いの
か、目がチカチカしないで楽に読めます。
内容も操作だけではなく基本の考え方から始まっていたり、充実していま
した。実際の画面も載っているし、初心者にもわかりやすいと思います。
個人的に一番嬉しかったことは、都内で一番大きいという本屋さんで
Dreamweaverの本という本をひっくり返しても見つからなかったことが
索引をみたら載っていました。これですっきりしました。

現行のDW本では最良
★★★★★ t-hoso （千葉県） 
Dreamweaverに関する書籍はいろいろ出ていますが、はっきり言って当
たり外れが激しいです。機能に特化した書籍は、結局実務でどう使うの
か？が分かりづらかったり、実際のサイト制作にはほとんど使わない機能
も紹介されている分、分厚く、読破が難しいです。
反対に短期間習得にテーマを絞ったものは、応用力に欠ける部分が多
く、結局、イレギュラーな対応ができなかったりします。
その点、この書籍は、全体の流れが、サイト制作の流れに沿っており、
サイト制作の実際を教えてくれます。例えばロールオーバーの機能ひとつ
取っても、DWに初期搭載されているMM_swapImageから、DW書籍
では紹介しづらいCSS画像置換、現在の主流である jQueryまで、さまざ
まな方法が紹介されています。自分のレベルや環境にあった方法がチョ
イスできるのは何よりもうれしいです。HTML5の情報もきちんと押さえ
てありますので、初心者はもちろん、ある程度使ったことがある中上級
者の方にもお勧めできる１冊だと思います。 


